
東大寺周辺コース

メモ

東大寺は聖武天皇と光明皇后の間に生まれ、１歳の誕生日を迎える前に
亡くなった皇子を供養するために建てられた金鐘山寺（きんしょうせん
じ）がはじまりです。その後、大和の国分寺として金光明寺（こんこうみょ
うじ）に、そして東大寺と名前を変え、今に受け継がれています。東大寺の
正門は南大門です。鎌倉時代にわずか69日でつくられたという仁王像が
迫力満点で迎えてくれます。仁王像の反対側に石の獅子像があります。
すべてのスケールが大きいのが東大寺です。

〈概要：とにかくスケールの大きい東大寺〉



大仏殿（だいぶつでん）
国宝建造物。創建から２度
にわたって焼失、鎌倉と江
戸時代に再建された。世界
最大級の木造建築である。
平成24年に大仏殿内、廻
廊、霊名所、授与所の照明
装置を全てLED化。

1 東大寺大仏殿 辛国神社 大鐘

二月堂（にがつどう）
国宝建造物。旧暦2月に「お
水取り（修二会）」が行われ
ることからこの名がある。
寛文７年（1667年）、お水取
りの最中に失火で焼失し、
２年後に再建されたのが現
在の建物。

2

俊乗堂 行基堂

南大門
国宝建造物。天平創建時の門は
平安時代に大風で倒壊。現在の
門は鎌倉時代、東大寺を復興した重源
上人（ちょうげんしょうにん）が再建し
たもの。大仏殿にふさわしい、わが国
最大の山門である。
　

7

俊乗堂（しゅんじょうどう）
元禄年間、公慶上人（こう
けいしょうにん）が重源上
人（ちょうげんしょうにん）
の遺徳を讃えて建立。堂内
中央に国宝「重源上人坐
像」が安置されている。

3

辛国神社（からくにじんじゃ）
東大寺創建時、様々な障害を加える
多くの天狗たちを良弁僧正が改心さ
せ、仏法護持を誓約させてまつったと
いわれている。

6

大鐘（おおがね）
大鐘は天平勝宝4年（752
年）に鋳造されたといわれ
ている。大きな釣鐘である
ところから古来東大寺では
大鐘（おおがね）と呼ぶ。鐘
楼は、国宝建造物。

5

行基堂（ぎょうきどう）
東大寺大仏の造立に大き
な役割を果たした、奈良時
代の僧「行基」をまつる。

4

法華堂（ほっけどう）（三月堂）
国宝建造物。東大寺建築のなかで最
も古く、寺伝では東大寺創建以前に
あった金鍾寺（きんしょうじ）の遺構
とされる。旧暦３月に法華会（ほっけ
え）が行われるようになり、法華堂、ま
た三月堂ともよばれるようになった。

8

手向山八幡宮 （たむけやまはちまんぐう）
手向山の山麓にあり天平勝宝元年
（749）東大寺大仏建立のため、九州
豊前国（大分県）宇佐八幡宮より東大
寺守譲の神としてむかえ、まつられ
た。紅葉の名所として知られている。

9

興福寺菩提院大御堂
興福寺 菩提院大御堂
（こうふくじ ぼだいいんおおみどう）

現存する興福寺の子院の一つ。歴史
は古く、法相宗を中国から伝えた玄昉
(げんぼう)や、平安時代の学僧である
蔵俊が住んでいたと言われている。稚
児観音(ちごかんのん)や十三鐘(じゅ
うさんがね)、三作石子詰(さんさくい
しこづめ)の伝承で知られている。

10

※参照：東大寺公式ホームページ他
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東大寺周辺ルートマップ

一の鳥居 影向の松
一の鳥居 影向の松

奈良国立博物館 なら仏像館


